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データ利活用で職員の意思決定を
支援する児童虐待対応支援サービス

第133回 かわさき起業家オーディション
「かわさき起業家賞」受賞

　虐待による子どもの死亡は、年間500人にのぼるといわれています。
虐待相談件数も年々増えていますが、対応する児童相談所の職員が足
りず、調査をする時間が十分に取れていません。児童相談所の職員は
離職や異動が多く、高い専門性と豊富な経験を持つベテランが少ない
という問題もあります。そのため、虐待問題の解決に欠かせない、的
確でスピーディーな判断ができないといった状況が生まれています。
　私は、もともと臨床心理士として、児童虐待の分野で臨床や研究を
行っていました。そして、子どもの命を守るために奔走する、職員た
ちの苦悩を最前線で見てきました。人材不足はすぐには解消できない
問題です。この課題を解決するためには属人的な判断に頼らざるを得
ない状況を変え、業務を効率化し、職員の負担を軽減できるような仕
組みをつくらなければなりません。そこで私たちは、これまで蓄積さ
れてきた虐待への現場の対応事例とテクノロジーの力を掛け合わせ、
児童虐待対応を支援するサービス「AiCAN」を開発しました。この
サービスが、職員たちの助けとなり、すべての子どもたちが安全に暮
らせる世の中になることを目指していきます。

■ 受賞したビジネスに至った経緯
　児童虐待問題の対応にあたる職員には、豊富な経験
と高いスキルが求められます。情報が少なく、子ども
を保護すべきかどうか迷う場合でも、素早い判断をし
なくてはならないからです。また「親が嘘をついている」
「子どもが脅されていて本当のことを話せない」といっ
た複雑なケースもあります。ところが、人手不足が慢
性化している現場では、経験の少ない職員が判断を迫
られることも多々あります。そういった中で、子ども
が亡くなるという残念な事例が起きてしまうと「児童
相談所の判断が甘い」「関係機関との情報共有ができて
いない」など、職員の対応が糾弾されるという事態が
繰り返されてきました。
　臨床心理士として、こうした状況を目の当たりにし
てきた私は「ベテランの判断に頼っているだけの今の
状況ではこの問題は解決できない」と感じていました。
そして、テクノロジーの力で現場判断をサポートする
方法を模索し始めました。過去に蓄積されてきたさま
ざまな対応記録を使って、AIでリスクをシミュレー
ションできないか。それができれば経験の浅い職員で
も、事例に基づいた質の高い判断のもとで動くことが
できます。私は公的な研究機関の研究員となり、チー
ムによる研究と実証実験を進めていきました。
　最初のうちは、自ら起業するつもりはありませんで
した。このサービスを世の中に広めていくためには、
民間企業と協業した方が早いと考えていたからです。
そこで何社かの企業と会って話をさせていただきまし
たが、課題に対する目線合わせがなかなかできません
でした。というのも、一般の企業は当然営利を目的に
しますが、私たちが実現したい一番の目標は「子ども
を守ることができる世の中にすること」だったからで
す。そのためには国への提言も含めて行動する必要が
あり、やはり協業ではなく自分たちで責任を持つ必要
があるという判断に至りました。また、児童虐待対応
の業務を改善していくためには、一部のポイントを変
えるだけでは意味がなく、一連のプロセスを包括的に
変えていくことが必要です。そこで、虐待対応の経験
もあり、信頼できるチームの仲間と2020年３月に会社
を立ち上げることになりました。

■ サービスの特徴
　「AiCAN」は、経験やスキルを求められる虐待現場
での対応の判断を、AIのシミュレーションによってサ
ポートするサービスです。過去の事例に基づいた客観
的なデータを示すことで、現場対応のスピードと判断
の質を向上し、虐待の見過ごしを防ぎます。児童虐待
の現状や業務を熟知しているメンバーでつくりあげた
システムなので、実際の業務フローに即した使いやす
さが魅力です。
　また、タブレット端末と専用アプリを通してどこから
でも調査記録が入力でき、データを閲覧できることも
特長となっています。虐待問題に対応する職員は、セ
キュリティや個人情報保護の観点から、毎回役所や児
相に戻ってから入力などの作業を行っていました。そ
のために情報共有が遅くなったり、勤務時間が長くなっ
たりして、職員の大きな負荷になっていました。「Ai-
CAN」を導入することによって効率的に仕事が進めら
れるようになり、職員の働き方の改善にもつながります。

■ 現状の課題
　当社のサービスの主なクライアントは自治体です。
そのため、一般企業向けのサービスと違って決まった

時期に行われる入札などの過程を経るため、導入に至
るまでの時間がどうしても長くなってしまいます。ま
た、実際に「AiCAN」を使うのは児童相談所などの現
場の職員ですが、予算を申請するのは役所の子育て支
援課などの部署であり、それを承認するのはトップの
市長や県知事です。そこに至るまでに、担当者の方が
どれだけ熱意を持って、分かりやすくこのサービスの
必要性を伝えてくださるかが鍵になります。ここは私
たちだけではコントロールできないところでもありま
すが、サービスを広める上での課題の一つであると考
えています。また自治体の入札では、導入実績が重視
されることも多いため、我々のようなスタートアップ
は苦戦することが多いです。
　もう一つの課題は、デジタルの環境に慣れていない
自治体が多いことです。まだFAXや電話でのやり取り
がメインのところも多く、新しいシステムに切り替え
るとなると時間が必要で、職員の気持ちの負担も大き
いものになります。その部分をどうやって支援してい
くかも、今後の課題になってくると考えています。

■ 今後の展開
　児童虐待の対応では個人情報を扱うため、閉域ネッ
トワークを通じて、どこからでも安全に入力や閲覧が
できる仕組みを整えています。しかし、個人情報の取
り扱いルールに関しては、自治体によってまだ差があ
ります。そのため、どの自治体のルールにも適宜対応
できるようにシステムの改善を目指していきます。
　また、虐待の傾向は地域によって差があります。子
育て支援施策も、市区町村ごとに違うため、使えるリ
ソースが違ってきます。そうした地域差も加味しなが
ら、AIの部分をローカライズさせていく必要があると
考えています。
　経営面では、まずは売上を立てて事業を回し、しっ
かりとした基盤をつくることに注力します。そして目
標としている2028年度の株式公開に向けて、着実な売
上と社会的インパクトを達成していきます。
　DVやいじめ、性暴力など、児童虐待と同じように、
対応にあたる職員の業務が属人化されている分野はほ
かにもあります。そういった領域にも、当社の知見を
横展開できる可能性があるはずです。すでにその分野
でサービスを提供している方々もいますので、そうし
た方々とつながりを持ってシナジーを生み出し、さら
なる事業の拡大を目指していきたいと考えています。
 
■ エントリーを検討中の方へ一言
　かわさき起業家オーディションに参加したことで、
普段は会えないような方と出会ってお話をするチャン
スをいただき、ネットワークが広がりました。また、
川崎市産業振興財団という心強い相談先ができたこと
も、とてもうれしく思っています。何よりも、いろい
ろな方に「AiCAN」という会社を知っていただける機
会になったことが一番ありがたかったですね。受賞の
有無に限らず、自分たちのネットワークを広げるチャ
ンスの場と捉えて、エントリーを考えてみてはいかが
でしょうか。
　
 
会社名：株式会社AiCAN
住　所：〒213-0012
 神奈川県川崎市高津区坂戸3丁目2番1号
 かながわサイエンスパーク
 イノベーションセンタービル西棟713A号室
ホームページ：https://www.aican-inc.com/

※本稿で紹介した事業内容は、スバル㈱から分社化した ㈱ユーグリード（代表取締役 宇高 尊己 
https://euglead.co.jp）へ事業譲渡しました

■ ビジネスに至った経緯
　産総研の優れた技術を世の中に広め、役立たせたいつビジネスを始めたいという思い想いから、2006年10月に産
総研の特許を事業化する産総研認定ベンチャーを創設し、2012年3月にその事業を継承する形で株式会社アダコテッ
クを設立いたしました。
　設立後、経営が厳しい時期もありましたが、も「HLACという日本で生まれた優れた画像認識の技術をこのまま
埋もれさせてはいけない。」と15年間にわたって研究開発を続け、ようやく製造現場に利用していただける段階に到
達しました。その後はさ事業拡大のために、らなる認知度向上を図るべく、目的に、かわさき起業家オーディショ
ンをはじめとする複数のビジネスプランコンテストに出場しています。
　技術の適用領域については、ソリューション提供については以前からは川の氾濫のモニタリングやATMの監視な
ど、検査以外でも、様々な領域の相談をいただいておりました。取引先開拓にあたって数々の可能性を模索する中で、
している途中、とある世界的な自動車部品会社案件の相談に乗るうちに契約をいただくことができました。このこ
とをきっかけに、まずは半導体や自動車部品や半導体のような極めて高い精度が求められる領域業界に注力する専
念し、事業の基盤を確固たるものにする方針に転換しました。を固めていきました。現在は他にもより多くの製造
現場のお役に立てるよう、現在販路拡大とプロダクトの改良を進めているところですおります。
　アダコテックのビジョンは「モノづくりの進化と革新を支える　EVOLUTION AND INNOVATION」。モノづく
りにかかわるプロセスやコストをテクノロジーで改革したいという思いが込められています。日本初の技術で日本
の製造業を変革するため、メンバー一丸となって日々努力を続けています。

■ ビジネスアイデアの特徴
　HLAC（高次局所自己相関特徴抽出法）と呼ばれる、動画像の特徴を認識するアルゴリズムをコア技術としてい
ます。する点がソリューションの最大の特徴です。この技術を駆使して、製品の外観検査の自動化や、・生産設備の
異常検知・不正侵入の監視などのシステムの自動化に貢献していますを実施しています。

　・コストパフォーマンスの高さ
　一般的にDeep Leaningで学習させるAIの導入には、複雑なプログラミング・膨大な量の学習データ（正常・異常
モデル含め1000 ～ 1万枚ほど）・大型のGPUといった設備先行投資が必要であるため、クライアントの大きな負担と
なっています。また、それに加え、AIは多くの画像を読み込ませたからといって必ずしも精度向上には繋がらない
といった不確実性もあります正確に正常・異常を判断できる保障は無いというのが現状です。
　対する一方アダコテックのソリューションは必要となる学習に用画像は正常モデルの10～100～200枚の正常デー
タしか要しません。また、ほどであることから、シンプルな計算式であることから、一般的なパソコンを使って短
時間でAIを学習させることがでます。そのため既存技術と比較してに比べて、圧倒的な低価格短期間でで正確に検
査検品できるソリューションを提供することができます。

　・製造業との親和性の高さ
　日本の製造業の不良率は非常に低いため、既存のAI導入の際は大型設備の準備という負担だけでなく、検査部品
の不良品異常モデルそのものの数が少ないためく、AIを学習させる画像データが集まりにくいという課題がありま
した。加えて導入のハードルとなっていたのは、
　それだけでなく、「AIがなぜ異常と認識したのか」という理由を明確にできない状況でしたというブラックボック
ス化問題もありました。「発生した異常の原因がはっきりしない」という曖昧さを嫌う製造現場の価値観とのミスマッ
チが発生していましたも、検査検品AI導入の大きな壁となっていました。
　しかし、こうした課題を解決するのが弊社ソリューションです。は正常モデルのみを学習させることで「いつも
と違う」ものを異常として検知することができます。異常検知の際には明確な根拠を示すため製造現場にとっても
馴染みやすく、精度面でも、導入してから１年以上経過した取引先がはソフトウェアを導入して1年ほど経ちますが、
検査の異常検知率はほぼ100％を維持し続けています。　

　現在多くの製造現場では、検査検品を人の五感に頼っている状態です。検査検品には熟練の技術が必要で肉体的
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　私は、もともと臨床心理士として、児童虐待の分野で臨床や研究を
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たちだけではコントロールできないところでもありま
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がメインのところも多く、新しいシステムに切り替え
るとなると時間が必要で、職員の気持ちの負担も大き
いものになります。その部分をどうやって支援してい
くかも、今後の課題になってくると考えています。

■ 今後の展開
　児童虐待の対応では個人情報を扱うため、閉域ネッ
トワークを通じて、どこからでも安全に入力や閲覧が
できる仕組みを整えています。しかし、個人情報の取
り扱いルールに関しては、自治体によってまだ差があ
ります。そのため、どの自治体のルールにも適宜対応
できるようにシステムの改善を目指していきます。
　また、虐待の傾向は地域によって差があります。子
育て支援施策も、市区町村ごとに違うため、使えるリ
ソースが違ってきます。そうした地域差も加味しなが
ら、AIの部分をローカライズさせていく必要があると
考えています。
　経営面では、まずは売上を立てて事業を回し、しっ
かりとした基盤をつくることに注力します。そして目
標としている2028年度の株式公開に向けて、着実な売
上と社会的インパクトを達成していきます。
　DVやいじめ、性暴力など、児童虐待と同じように、
対応にあたる職員の業務が属人化されている分野はほ
かにもあります。そういった領域にも、当社の知見を
横展開できる可能性があるはずです。すでにその分野
でサービスを提供している方々もいますので、そうし
た方々とつながりを持ってシナジーを生み出し、さら
なる事業の拡大を目指していきたいと考えています。
 
■ エントリーを検討中の方へ一言
　かわさき起業家オーディションに参加したことで、
普段は会えないような方と出会ってお話をするチャン
スをいただき、ネットワークが広がりました。また、
川崎市産業振興財団という心強い相談先ができたこと
も、とてもうれしく思っています。何よりも、いろい
ろな方に「AiCAN」という会社を知っていただける機
会になったことが一番ありがたかったですね。受賞の
有無に限らず、自分たちのネットワークを広げるチャ
ンスの場と捉えて、エントリーを考えてみてはいかが
でしょうか。
　
 
会社名：株式会社AiCAN
住　所：〒213-0012
 神奈川県川崎市高津区坂戸3丁目2番1号
 かながわサイエンスパーク
 イノベーションセンタービル西棟713A号室
ホームページ：https://www.aican-inc.com/

※本稿で紹介した事業内容は、スバル㈱から分社化した ㈱ユーグリード（代表取締役 宇高 尊己 
https://euglead.co.jp）へ事業譲渡しました

■ ビジネスに至った経緯
　産総研の優れた技術を世の中に広め、役立たせたいつビジネスを始めたいという思い想いから、2006年10月に産
総研の特許を事業化する産総研認定ベンチャーを創設し、2012年3月にその事業を継承する形で株式会社アダコテッ
クを設立いたしました。
　設立後、経営が厳しい時期もありましたが、も「HLACという日本で生まれた優れた画像認識の技術をこのまま
埋もれさせてはいけない。」と15年間にわたって研究開発を続け、ようやく製造現場に利用していただける段階に到
達しました。その後はさ事業拡大のために、らなる認知度向上を図るべく、目的に、かわさき起業家オーディショ
ンをはじめとする複数のビジネスプランコンテストに出場しています。
　技術の適用領域については、ソリューション提供については以前からは川の氾濫のモニタリングやATMの監視な
ど、検査以外でも、様々な領域の相談をいただいておりました。取引先開拓にあたって数々の可能性を模索する中で、
している途中、とある世界的な自動車部品会社案件の相談に乗るうちに契約をいただくことができました。このこ
とをきっかけに、まずは半導体や自動車部品や半導体のような極めて高い精度が求められる領域業界に注力する専
念し、事業の基盤を確固たるものにする方針に転換しました。を固めていきました。現在は他にもより多くの製造
現場のお役に立てるよう、現在販路拡大とプロダクトの改良を進めているところですおります。
　アダコテックのビジョンは「モノづくりの進化と革新を支える　EVOLUTION AND INNOVATION」。モノづく
りにかかわるプロセスやコストをテクノロジーで改革したいという思いが込められています。日本初の技術で日本
の製造業を変革するため、メンバー一丸となって日々努力を続けています。

■ ビジネスアイデアの特徴
　HLAC（高次局所自己相関特徴抽出法）と呼ばれる、動画像の特徴を認識するアルゴリズムをコア技術としてい
ます。する点がソリューションの最大の特徴です。この技術を駆使して、製品の外観検査の自動化や、・生産設備の
異常検知・不正侵入の監視などのシステムの自動化に貢献していますを実施しています。

　・コストパフォーマンスの高さ
　一般的にDeep Leaningで学習させるAIの導入には、複雑なプログラミング・膨大な量の学習データ（正常・異常
モデル含め1000 ～ 1万枚ほど）・大型のGPUといった設備先行投資が必要であるため、クライアントの大きな負担と
なっています。また、それに加え、AIは多くの画像を読み込ませたからといって必ずしも精度向上には繋がらない
といった不確実性もあります正確に正常・異常を判断できる保障は無いというのが現状です。
　対する一方アダコテックのソリューションは必要となる学習に用画像は正常モデルの10～100～200枚の正常デー
タしか要しません。また、ほどであることから、シンプルな計算式であることから、一般的なパソコンを使って短
時間でAIを学習させることがでます。そのため既存技術と比較してに比べて、圧倒的な低価格短期間でで正確に検
査検品できるソリューションを提供することができます。

　・製造業との親和性の高さ
　日本の製造業の不良率は非常に低いため、既存のAI導入の際は大型設備の準備という負担だけでなく、検査部品
の不良品異常モデルそのものの数が少ないためく、AIを学習させる画像データが集まりにくいという課題がありま
した。加えて導入のハードルとなっていたのは、
　それだけでなく、「AIがなぜ異常と認識したのか」という理由を明確にできない状況でしたというブラックボック
ス化問題もありました。「発生した異常の原因がはっきりしない」という曖昧さを嫌う製造現場の価値観とのミスマッ
チが発生していましたも、検査検品AI導入の大きな壁となっていました。
　しかし、こうした課題を解決するのが弊社ソリューションです。は正常モデルのみを学習させることで「いつも
と違う」ものを異常として検知することができます。異常検知の際には明確な根拠を示すため製造現場にとっても
馴染みやすく、精度面でも、導入してから１年以上経過した取引先がはソフトウェアを導入して1年ほど経ちますが、
検査の異常検知率はほぼ100％を維持し続けています。　

　現在多くの製造現場では、検査検品を人の五感に頼っている状態です。検査検品には熟練の技術が必要で肉体的




